
令和２年度

ふくしまを十七字で奏でよう 絆ふれあい支援事業

～ふたりの想いを １７音で奏でてみませんか～

絆 部 門 ７，９８８組
令和２年度県南域内応募総数 ８,９１２組 復興部門 ９２４組

令和２年度「ふくしまを十七字で奏でよう絆ふれあい支援事業」を終えて

平成１４年度に始まり、皆様方に親しまれてきました「ふくしまを十七字で奏でよう絆ふれあい事業」は、今年度で第１９回となりました。児童生徒の皆さん、ご家族

の皆様や地域の大人の方々に多大なご協力をいただき、県南域内からは、８，９１２組の応募をいただくことができました。ご応募いただいたすべての方々、また各

学校の校長先生をはじめご指導をいただきました先生方、各市町村教育委員会教育長様及び担当の皆様に心より感謝を申し上げます。

お寄せいただいた作品には、親と子、兄弟姉妹、祖父・祖母（曾祖父・曾祖母）と孫のふれあいや日常体験が一枚の名画のごとく切り取られ、見事に表現されてお

ります。二つの作品が互いに響き合い、行間にあふれる思いや子どもたちを優しく見守る愛情、「家族の絆」「命のぬくもり」の大切さを感じさせてくれます。

本事業を契機として、この地に育つ子どもたちが、福島県への誇りをもち、家族、友人、地域の人々との絆を深め、心と心のふれあいがさらに広がることを願って

おります。

令和２年１２月 福島県教育庁県南教育事務所長 板橋 竜男
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